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                                徳島県バレーボール協会中学校専門部秋季５５号 

 

      昭和から平成・令和へ    

 

高橋 利明 

 

その６ ～県中男子の予選リーグ制導入～ 

 

  男子バレーボールチームの減少は，個人では解決できないことです。県内でも１６チ

ームになってきた２００７年（平成１９年）中学校専門会議でのことでした。本田晴啓 

先生（当時，小松島中学校）の発言でした。「チーム数が少ないため，試合数も少なく

なった。予選リーグ（その後に決勝トーナメント）をつくるということはできないだろ

うか？」早速，このことを実現できるようにするために考えることにしました。「予選

リーグ・決勝トーナメント」を考えるにあたり２つの課題が考えられました。１つ目は，

試合数です。そのとき，ちょうど１６チームだったため，１リーグ４チームにし，１勝

でも勝てば決勝トーナメントに進出できるようにすれば，１チームの試合数が多くても

２試合で済むからチームに大きな負担はない。しかし，もうひとつの課題は，『審判を

どうするか』ということでした。チーム帯同している先生方に審判を頼まなければなら

ない。できる方もいればできない方もいる。県協会審判規則部から派遣してもらっても，

やはり審判はしてもらわないといけない。幸いにも，先生方の協力もあってその課題は，

解決することができました。あとは，県協会常務理事会で承認されるかどうかでした。

岩野匡美会長からの「運営は大丈夫か」という質問に「大丈夫です」と答え，県中新人

大会男子の予選リーグ制導入は，強化及び指導普及を理由に承認されました。 

 

その７ ～組み合わせ抽選会と全体研修会～ 

 

  組み合わせ抽選は，大変デリケートなことだと認識しています。 

 新採用になってその校の女子バレー部顧問となりました。そして，初めて参加した抽

選会。抽選会は，土曜日の午後からでした。土曜日の午前中は授業があり，学校が終わ

った後たくさんの先生が集まってくるものだと思っていました。しかし，抽選に来てい

る先生はいつも１０名足らず。そこで抽選する方法は，ほとんどのチームが参加者によ

る代理抽選でした。   

 私が，事務局になってからは，箸を抽選棒にしたものからプラスチックの札で行うよ

うにしました。布製の集金袋を用意し，その袋にプラスチックの札を入れて抽選してい

くことにしました。 
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 といっても，組み合わせ抽選会への参加者数が，大きく増えたわけではありません。

たくさんの先生方に参加してもらえるようにしようとしましたが，校務が忙しく組み合

わせ抽選会どころでない先生方も当然います。そこで，行ったことが，各郡市の専門部

長は必ず参加する。（専門部長が参加できない郡市は代理を出す）そのことによって，

各郡市から先生は少なくても１人は参加している状況をつくりました。しかし，２～３

年すると各郡市専門部長（または専門部長代理）の出席も少なくなってきました。 

  そのころ（２００６年），徳島全中が終わったとき，せっかくできあがったコミュニ

ティーを維持・発展させたいという思いや，同じ場で１年間の方針・計画を全ての顧問

の先生が参加して，理解・協力して頂く場をつくる必要があると思っていました。野球

・サッカーは３・４月に，顧問の先生を集めているという話を聞きました。そこで，４

月に新しい顧問の先生に来てもらえるようにしよう。その月の第１日曜日は“ノー部活

デー”と県教委の方針があったので，毎年４月第１日曜日を開催日とする会議を立ち上

げました。全ての顧問の先生が参加するので，県中選手権大会の申込・県協会への登録

届は，その会議で受け付けることにしました。そして，会議の後半では，県中選手権大

会の組み合わせ抽選会も実施することにしました。また，４月第１曜日は県協会にとっ

て，審判競技規則伝達会及び審判員資格検定会を四国大学で実施していたこともあり，

同日それも参加できるよう先生にお願いし，了解を得ることができました。 

 

  当初，その会議は「中学校専門部総会』という名称で行おうとしましたが，県協会常

務理事会で「『総会』という会は，徳島県バレーボール協会総会の１回のみであって，

その名称を変更するように」と当時理事長だった中野守先生（当時，徳島商業高校教諭）

から指導されました。私はどのような名称なら了解を得られるのだろうか，困りました。

そこへ，「『全体研修会』にしなさい。“研修会”にすれば必ず出張扱いにしてくれる。」

と岩野会長からアドバイスをいただきました。現在，『全体会』『中学校総会』など様

々な表現がありますが，正しくは『全体研修会』ということを知っておいて欲しいと願

っています。 

 

 第１回全体研修会は，たくさんの学校から顧問の先生方に参加して頂き，中学校専門

部の意識が大きく変わったように感じました。 

  『全体研修会』は，中学校専門部からの連絡や１年間の運営方針，またほぼ毎年のよ

うにルールが変更したりすることを全ての顧問の先生に行き渡るようにする場，長年バ

レー部顧問をする先生，全く初めて顧問をする先生との理解・協力する場，公明正大な

組み合わせ抽選会の場など，様々に意味を込めて作り上げました。今後とも『全体研修

会』が維持・発展することを祈っています。 

 

その８ ～過去において本当に困ったこと～ 

 

  ３０年以上，中学校バレーボールのお世話をしていると様々な点で困ったことがあり

ます。ここでは，“ありそうでない。なさそうである。”困ったことを紹介します。 

 

①祭り 

  以前にも明記しましたが，１１月３日を県新人大会の初日としていました。しかし，
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１１月３日は様々な点で困っていました。というのも東四国国体以降，“スポーツ・レ

クレーション祭”が行われるようになり，そのメインの日が１１月３日。そのため公共

の施設は取れないため，各中学校の体育館をお借りしなければなりません。初日のため，

１０面必要となりますが，中学校の体育館を借りるとなると５校は最低必要となります。

体育館を借りるお願いをするのは，３月の春休みです。“他競技よりも早く，動けると

きに動く，事務的なことを早く終わらせる”ためです。 

  そして，１９９８年県新人大会初日（１１月３日）午前７時，自宅に電話がかかって

きました。ある中学校の顧問の先生からの電話でした。「今日の試合ですが，辞退しま

す。」「えっ！？どうしてですか？」「そんなこと言われても，生徒が集まりません。」

「どういうことですか？」「今日は，地域の祭りがあり，生徒全員が試合より祭りに行

きたいと言っています。」「相手チームは，先生のチームと試合をするために練習・準

備をしていますよ。」「そんなこと言われても，試合に誰も行きませんから。」と電話

は切れました。着信履歴があるわけでもありません。それ以降，申込書には，学校の電

話番号だけでなく，監督の電話番号を記入する欄を設けることにしました。 

 

②県中総体前日準備 

  私が，事務局・専門部長をしているときの県中総体は，徳島市立体育館（現，トモニ

アリーナ）と鳴門県民体育館（現，アミノバリューホール）を交互に使っていました。

徳島市立体育館では，総合開会式も行われるため，式終了後多くの先生方でバレーボー

ルコートの設営をするため特に問題はありませんでした。しかし，鳴門県民体育館の場

合はそういう訳にはいきません。前日に準備を行うのですが，「準備を手伝うから，そ

の後練習をさせて欲しい。」という学校がありました。確かに自チームを連れてコート

設営の準備をし，その後練習をすることを口実にしないと，保護者による配車は無理で

した。しかし，全く誰の手も借りず，どこのチームの協力を得ず，一人でコート４面を

つくったことがありました。１学期の終業式，部活練習。その夜は学校の方では親睦会。

そのとき私は一人，鳴門県民体育館で準備。黙々と汗をかきながら，１コートに約１時

間かけて作り上げていきました。ほとばしる汗と疲労感。出来上がったときの達成感と

むなしさ。自宅に帰り，翌日の試合に臨みました。                        

 

③台風襲来・警報発令 

  平成４年，６年，１６年だったと思います。台風襲来により，県中総体が１日延期に

なりました。 

 平成４年度は，人事異動により北島中学校（男子バレー部）から南部中学校（女子バ

レー部）となり，たった１日でしたがチームが大きく転換しました。 

  平成６年度は，徳島市において雨は降っていませんでしたが，警報が発令されていた

ため延期になりました。そのため，注文していた役員用の弁当の処理及び支払いに困り

ました。 

 平成１６年度は，徳島県ではなく徳島市の中学校総合体育大会です。全くの晴天なの

に徳島県北部は警報発令。しかし，試合中でありながら，係校長から中止の指示。私は，

徳島市専門部長ではなく，自チームはすでに試合が終わり試合中の当事者でもありませ

んでしたが，運営面において大変だったと思います。 
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